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日本を発つときは「和蘭行御軍艦方」と呼ばれ、オランダ到着後は］：目、号のＣの国島の目の貝ヨヱのｇの『一四己の口（在
狩
ら
ん
だ

し
よ
く
か
た

蘭
日
本
派
遣
隊
）
と
称
し
た
、
徳
川
幕
府
が
派
過
し
た
海
軍
留
学
生
十
五
名
の
一
団
に
は
、
諸
技
術
研
修
の
う
え
か
ら
一
ハ
名
の
職
方
が
加

え
ら
れ
て
い
た
。

筆
意
先
に
教
讓
『
曇
』
（
社
会
科
学
編
・
蕊
四
七
号
）
に
「
幕
府
ォ
｜
フ
ソ
ダ
鬘
生
ｌ
職
方
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
小
論

墓
表
し
た
が
、
職
方
の
ひ
と
り
ｌ
時
計
・
精
護
鵜
技
師
１
大
罫
三
郎
に
つ
い
て
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
腫
諭
じ
尽
く
せ
な
か
っ
た
．

し
か
し
、
今
回
は
、
そ
の
後
入
手
し
た
オ
ラ
ン
ダ
側
の
新
史
料
や
日
本
側
の
そ
れ
を
も
参
酌
で
き
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
空
白
部
分
を
多

少
と
も
う
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

い
み
な
の
り
ら
か

大
野
弥
一
二
郎
は
韓
を
規
周
と
い
っ
た
が
、
い
っ
し
ょ
に
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
た
仲
間
か
ら
は
、

ｌ
時
計
顛
壁

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

渡
間
前
の
大
野
の
履
歴
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
弥
三
郎
の
曽
孫
・
直
道
氏
（
箕
面
市
在
住
・
歯
科
医
）
が

一一一七
幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

時
計
師
。

ｌ
職
方
・
大
野
弥
三
郎

宮
永

孝



た
話
は
有
名
だ
が
、
そ
の
測
赴
機
械
の
製
作
者
こ
そ
大
野
弥
五
郎
規
貞
と
弥
三
郎
規
行
の
父
子
で
あ
っ
た
。

規
周
は
、
幼
名
を
直
次
郎
と
屯
弥
三
郎
と
も
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
弘
化
二
年
Ｃ
八
四
五
）
、
弥
三
郎
二
十
九
歳
の
と
き
に
父
・
規

行
が
亡
く
な
り
、
こ
れ
を
機
に
家
督
を
継
ぎ
、
名
を
規
周
に
改
め
た
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
、
松
平
越
前
守
慶
永
は
幕
府
に
請
う
て

規
周
を
招
聰
し
ｐ
江
戸
本
所
中
之
郷
の
下
屋
蚊
に
住
ま
わ
せ
、
機
械
製
造
と
ゲ
ー
ベ
ル
銃
の
製
作
に
当
ら
せ
た
。
元
一
橋
大
学
教
授
・
山

口
隆
二
氏
に
よ
れ
ば
、
越
前
藩
の
明
道
館
の
創
立
は
安
政
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、
同
校
で
は
製
械
、
開
物
、
測
量
な
ど
も
教
授
し
た
か
ら
、

（
１
）
 

こ
の
こ
と
と
規
周
の
招
隅
は
何
か
関
係
が
あ
る
も
の
と
考
膳
え
ら
れ
る
と
い
う
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
、
弥
三
郎
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
渡
来
し
た
電
信
機
を
御
浜
御
殿
（
の
ち
の
浜
離
宮
）
に
お
い
て
組
立
て
、
上
覧

に
供
し
、
通
信
を
試
象
た
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
、

価
を
得
て
い
た
か
ら
、
留
学

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

二
）
、
幕
府
は
海
軍
留
学
生
を
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
規
周
の
技
逓
は
幕
府
か
ら
も
高
い
評

留
学
生
の
一
員
に
加
え
ら
れ
た
。 大野弥三郎の肖像

（オランダ到着後，ライデ

ンで扱ったもの）

作
成
し
た
比
較
的
詳
細
な
家
系
図
角

大
野
弥
一
一
一
郎
（
規
周
）
は
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
一
月
二
十
八
日
、

江
戸
神
田
松
ヶ
枝
町
に
生
ま
れ
た
。
大
野
家
は
代
冬
幕
府
暦
局
御
用

の
御
時
計
師
で
あ
っ
た
。
弥
三
郎
の
祖
父
・
大
野
弥
五
郎
規
貞
や
父
・

大
野
弥
三
郎
規
行
は
、
す
ぐ
れ
た
時
計
師
で
あ
る
と
同
時
に
測
量
器
械

師
で
あ
っ
た
。
伊
能
忠
敬
が
日
本
全
国
を
測
量
し
、
日
本
地
図
を
作
っ

で
誉
」
る
。

三
入

ソ
書
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が



（
２
）
 

内
書
抜
」
）
に
／
、
わ
し
い
。

文
久
二
年
六
月
十
一
日
付
の
大
野
弥
三
郎
に
関
す
る
内
田
の
「
護
抜
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

無
ら
ん
だ

弥
一
二
郎
が
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
の
候
補
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
の
団
長
・
内
田
恒
次
即
の
手
記
（
「
阿
蘭
陀
行
御
用
留
之

今
般
阿
蘭
陀
国
政
府
江
蒸
気
御
船
御
謎
製
造
中
諸
術
為
研
究
御
軍
艦
組
共
外
被
差
避
、
時
計
師
等
も
可
被
差
避
旨
被
仰
渡
候
二
付
、
職
業
弁
身
元
人

物
等
相
応
之
者
人
撰
仕
候
処
、
右
弥
三
郎
賎
は
職
業
も
宜
是
迄
海
軍
所
弁
天
方
御
用
を
も
相
勤
侯
者
二
而
測
獄
器
等
一
手
一
一
而
仕
立
、
細
密
之
細
工
等

別
而
巧
者
二
仕
、
手
堅
人
物
一
一
も
有
之
候
間
、
彼
国
江
差
遼
候
積
越
前
守
家
来
申
談
候
処
、
差
支
無
之
趣
二
付
、
今
般
一
同
被
差
遣
候
様
仕
度
、
御
手

当
筋
之
儀
取
調
候
処
、
越
前
守
抱
と
は
乍
申
、
元
女
測
砒
器
職
人
之
儀
二
付
、
此
度
被
差
逝
候
大
工
鍛
冶
職
同
様
之
御
手
当
一
一
而
可
然
哉
一
一
候
得
と
も
、

越
前
守
方
一
雨
は
徒
之
老
次
席
を
も
申
付
侯
趣
同
人
家
来
申
立
候
二
付
，
可
相
成
は
外
職
方
と
は
品
能
御
手
当
被
下
置
様
仕
度
、
服
部
帰
一
江
相
談
仕

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

三
九

■
■
■
□
 

■
 

蝿Ⅲ●一一一》一一一一霧●蝋一一一一一一火

大野の写真の喪にみえる

直筆の署名

（三崎ユキ氏提供）

譜
面
之
者
江
御
賄
被
下
侯
外
為
御
手
当
一
日
永
四
百
三
拾
八
文
シ
、
被
下
候

旨
被
仰
渡
、
奉
承
知
候

阿
剛
陀
国
江
蒸
気
軍
艦
御
跳
製
造
中
被
差
近
候
測
戯
器
職
方
之
儀
二
付
申
上

侯
書
付

松
平
越
前
守
抱
測
逓
器
師

井
上
信
濃
守

木
村
摂
津
守

大
野
弥
三
郎



矢
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。

由
が
あ
っ
た
。

文
面
に
は
、
弥
一
一
一
郎
は
一
日
に
四
百
三
十
八
文
の
日
当
を
与
え
ら
れ
る
旨
の
申
し
渡
し
を
受
け
た
、
と
あ
る
。
幕
府
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に

蒸
気
軍
艦
を
注
文
し
た
が
、
そ
れ
が
建
造
さ
れ
る
間
、
海
軍
諸
術
を
修
め
さ
せ
る
た
め
に
御
軍
艦
組
（
士
分
）
と
職
方
ら
を
派
適
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
。
時
計
師
（
和
時
計
製
作
者
）
も
職
方
の
一
員
と
し
て
派
過
す
る
こ
と
に
な
り
、
技
避
や
人
物
の
点
か
ら
、
弥
三
郎
が
、

候
補
者
と
な
っ
た
こ
と
。
か
れ
は
こ
れ
ま
で
海
軍
操
練
所
や
天
文
方
の
御
用
を
つ
と
め
、
測
量
器
機
な
ど
の
製
作
に
擁
っ
た
経
験
を
有
し

て
お
り
、
人
物
識
見
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る
の
で
松
平
家
に
請
い
、
オ
ラ
ン
ダ
に
過
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。

渡
蘭
時
の
弥
三
郎
は
越
前
大
野
藩
お
抱
え
の
有
能
な
時
計
師
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
が
、
オ
ラ
ン
ダ
行
の
人
選
に
入
っ
た
に
は
別
な
理

ｌ
航
海
用
の
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
（
経
度
測
定
用
の
時
計
）
が
日
本
で
も
で
き
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
い
っ
た
意
見
が
強
か
っ
た
。

留
学
生
派
遮
の
話
が
出
た
と
き
、
他
の
測
量
機
械
類
の
製
造
を
も
い
っ
し
ょ
に
研
修
さ
せ
よ
う
と
い
う
芦
」
と
に
な
り
、
大
野
に
白
羽
の

か
ね
て
幕
府
海
軍
内
で
は
、

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

此
段
奉
願
候
、
尤
彼
国
差
渡
等
差
向
居
候
二
付
、
即
今
御
下
知
被
成
下
侯
、
此
段
申
上
侯
、
以
上

戌
六
月

杏
面
之
者
江
御
賄
被
下
候
外
、
為
御
手
当
一
日
永
四
百
三
拾
八
文
宛
被
下
候
覗

党

四
○



港
は
八
月
一
一
十
三
日
。

長
崎
で
便
船
の
カ
リ
ッ
プ
ソ
号
を
待
つ
こ
と
と
、
出
発
準
備
の
た
め
に
一
カ
月
も
長
居
し
、
よ
う
や
く
長
崎
を
あ
と
に
し
た
の
は
九
月

十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
・
ハ
タ
ピ
ア
に
向
う
途
中
、
プ
ロ
リ
ア
ー
ト
島
の
西
南
で
座
礁
し
、
九
死
に
一
生
を
得
た
り
、
パ
タ
ピ
ァ
や
セ
ン

ト
・
ヘ
レ
ナ
島
に
寄
港
し
た
り
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
プ
ラ
ー
ウ
エ
ル
ス
ハ
ー
フ
ェ
ソ
に
入
港
し
た
の
は
、
品
川
を
発
っ
て
か
ら
実
に
一
一
一
百

一
一
十
四
日
目
の
文
久
三
年
（
一
八
六
一
一
一
）
四
月
十
六
日
（
洋
暦
六
月
六
日
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
こ
こ
か
ら
海
軍
軍
港
の
ヘ
レ
フ
ー
ト
ス
ラ
イ
ス
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
経
て
ラ
イ
デ
ン
に
着
い
た
の
は
四
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。

（Ｐ、）

留
学
生
の
一
行
は
、
ひ
と
ま
ず
プ
レ
ー
ス
ト
ラ
ー
ト
の
「
ホ
テ
ル
・
ド
・
ゾ
ン
」
国
。
Ｒ
の
一
口
の
Ｎ
・
目
に
投
宿
し
、
市
内
見
物
を
し
た
の

ち
、
教
師
を
雇
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
稽
古
な
ど
を
始
め
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
生
活
に
少
し
順
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
、
津
田
と
西
と
職
方
一
同

は
ラ
イ
デ
ン
に
残
り
、
内
田
以
下
そ
の
他
の
者
は
四
月
一
一
十
八
日
（
洋
暦
六
月
十
五
日
）
ハ
ー
グ
に
移
っ
て
行
っ
た
。

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

四
一

弥
一
一
一
郎
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
素
養
は
な
か
っ
た
が
、
・
ハ
タ
ビ
ア
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
ま
で
の
航
海
中
に
勉
強
し
、
さ
ら
に
渡
蘭
後
も
オ
ラ
ソ（３
）
 

ダ
人
に
つ
い
て
学
ん
だ
の
で
、
簡
単
な
日
常
会
話
に
は
不
自
由
し
な
い
ま
で
に
な
っ
た
。
滞
蘭
中
は
、
主
と
し
て
ラ
ィ
ー
プ
ソ
の
時
計
工
場

と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
精
密
機
械
師
の
も
と
で
研
修
に
励
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

ヤ
パ
ン

ー
ー
ー
日
本
に
も
こ
ん
な
腕
の
よ
い
時
計
職
人
が
い
る
の
か
／
・

（
４
）
 

と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
驚
嘆
し
た
ら
し
い
。

オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
弥
三
郎
の
私
生
活
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
多
少
と
も
手
控
え
や
メ
モ
の
類
を
と
っ
て
い
た
と
想
像

さ
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
何
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

留
学
生
の
一
行
が
戒
臨
丸
に
塔
乗
し
、
品
川
沖
を
出
帆
し
た
の
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
十
八
日
（
和
暦
）
で
あ
り
、
長
崎
入



（
９
）
 

お
昼
ご
ろ
ラ
ィ
デ
ン
大
学
の
ホ
フ
マ
ン
博
士
と
面
談
し
た
あ
と
、
ホ
テ
ル
に
一
民
り
昼
食
を
と
っ
て
い
る
。
昼
食
後
、
レ
イ
デ
ル
ド
ル
プ

に
行
き
、
レ
ン
ガ
工
場
を
見
学
し
て
か
ら
、
当
地
の
カ
フ
ェ
に
入
り
ユ
ネ
パ
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
焼
酎
）
を
飲
象
、
玉
突
き
を
や
っ
た
。

や
が
て
馬
車
で
ラ
ィ
デ
ン
に
戻
る
と
、
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ク
宅
で
夕
飯
を
ご
ち
そ
う
に
な
る
。
食
後
、
西
を
誘
い
、
夜
十
一
時
半
ま
で
、

一一一人でカルタ遊びをやる。深夜、赤松は、ホテルに戻るのだが、そこには職方の大野・中島・大川・古川・山下ら五
名
が
か
れ
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。

一
月
と
い
え
ば
厳
冬
の
候
だ
が
、
赤
松
と
職
方
一
同
は
ス
ト
ー
ブ
や
暖
炉
の
火
を
前
に
し
、
ユ
ネ
パ
ー
を
飲
承
な
が
ら
歓
談
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

宿
を
訪
ね
た

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

四
一
一

ラ
ィ
デ
ン
に
居
残
っ
た
者
た
ち
の
生
活
地
は
、
当
地
の
古
文
書
館
に
残
っ
て
い
る
住
民
登
録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
弥
三
郎

に
つ
い
て
い
え
ば
、
か
れ
は
船
大
工
の
上
田
虎
吉
と
同
居
し
、

レーペンダール門の『の且目』一一一百四十六番地（現在の一一十七番）に住糸、翌一八六四年九月一一一日（洋暦）にアムス
テ
ル
ダ
ム
に
移
る
ま
で
ラ
イ
デ
ン
に
逗
留
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
大
野
の
動
向
と
生
活
を
知
る
史
料
は
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
赤
松
犬
三
郎
の
在
蘭
日
誌
・
談
話
筆
記
・
黒
皮
の
ポ

（
６
）
 

ケ
ッ
ト
日
記
な
ど
か
ら
、
あ
る
程
度
の
こ
と
は
わ
か
る
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
土
月
二
十
四
日
（
洋
暦
一
月
三
日
）
ｌ
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
在
住
の
赤
松
は
、
前
日
（
二
十
三
日
）
｜
フ
イ
デ

ソに赴きホテル。ド・ゾンで一泊し、この日の午前九時ごろ、津田真一郎の私極を訪ねるが不在につき、西周助の下
（
８
）
 

一
百
レ
エ
〃
ａ
こ
・

（
、
）

赤
松
の
在
蘭
日
誌
の
こ
の
日
の
記
事
に
、



訪
ね
て
い
る
。
ド
ル
ト
ー

る
運
び
に
な
っ
て
い
た
。

と
あ
る
。

文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
六
月
十
日
（
震
五
月
七
日
）
Ｉ
赤
松
朧
ヘ
ー
グ
聖
リ
ー
フ
ィ
デ
ソ
に
赴
き
、
雷
酉
フ
ァ
ン
入
‐

ク
、
職
方
、
ホ
フ
マ
ン
教
授
宅
な
ど
を
訪
ね
て
い
る
。

赤
松
は
、
仕
事
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
に
滞
在
す
る
必
要
が
必
ず
し
も
な
く
な
っ
た
の
で
造
船
学
の
研
修
の
た
め
ア
ム
ス

（
ｕ
）
 

テ
ル
ダ
ム
に
居
を
移
す
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
赤
松
の
「
一
ハ
十
年
前
の
阿
蘭
陀
留
学
」
に
、

「
其
処
で
私
は
大
体
の
用
事
も
終
っ
た
の
で
、
造
船
学
研
究
の
便
宜
か
ら
翌
慶
応
元
年
五
月
上
旬
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
っ
た
」

と
あ
る
。

慶
応
元
年
（
’
八
六
五
）
四
月
十
二
日
（
洋
鬘
月
六
日
）
Ｉ
こ
の
日
、
ア
ム
ろ
テ
ル
ダ
ム
の
赤
松
の
赤
｜
プ
ル
を
、
大
川
と
大
野
が

ね
て
い
る
。
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
の
ヒ
ッ
プ
ス
造
船
所
で
建
造
中
の
開
陽
丸
の
工
程
も
漸
次
進
捗
し
、
こ
の
年
の
秋
に
は
進
水
式
を
挙
行
す

既
に
四
時
に
及
ひ
た
る
故
、
車
を
走
ら
せ
て
レ
イ
デ
ソ
江
帰
ル
、
四
時
半
な
り
し
、
フ
ァ
ン
・
ハ
ー
グ
方
一
一
而
夕
飯
を
用
ひ
、
津
田
を
連
来
り
て
夜
十

一
時
半
迄
カ
ー
ル
ト
ス
ペ
ル
（
カ
ー
ド
遊
び
）
を
為
ス
、
夫
汐
ロ
シ
メ
ン
ト
（
ホ
テ
ル
）
江
帰
り
て
宿
、
弥
三
郎
、
兼
吉
、
害
太
郎
、
庄
八
、
岩
吉
来

ル
、
明
朝
第
一
の
ト
レ
イ
ン
（
汽
車
）
を
以
て
ハ
ー
ケ
（
ハ
ー
グ
）
江
至
る
用
意
を
な
す
…
…

〒
で

七
日
、
七
日
朝
第
一
の
ト
レ
イ
ソ
を
以
て
〈
１
ヶ
を
発
し
レ
イ
テ
ソ
江
至
ル
、
津
田
、
西
井
ア
ァ
ソ
・
ハ
ー
グ
及
職
方
之
者
を
訪
ふ
、
午
後
一
一
一
時
、
ホ

フ
マ
ソ
方
を
訪
ひ
、
雅
言
集
覧
な
の
部
迄
を
同
氏
江
進
物
と
す
、
…
…

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

（
）
内
は
筆
者
に
よ
る

四



（
胆
）

大
川
喜
太
郎
は
こ
の
時
期
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
プ
ラ
ム
一
家
と
共
に
ウ
ィ
ッ
テ
ン
プ
ル
ガ
ー
グ
ラ
プ
ト
九
番
地
か
ズ
ヴ
ァ
ネ
ン
プ
ル
ガ
ー

（
脳
）

街
七
番
地
に
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

弥
三
郎
が
ラ
イ
デ
ソ
の
下
宿
を
引
き
払
い
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
っ
た
の
は
、
ラ
イ
デ
ン
の
古
文
書
館
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
一
八
六

四
年
九
月
三
日
（
洋
暦
）
の
こ
と
で
あ
り
、
同
年
十
月
一
一
十
四
日
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
移
動
届
け
（
転
入
登
録
）
を
し
て
い
る
。
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
の
古
文
書
館
に
残
る
「
住
民
登
録
簿
」
国
の
ぐ
。
旨
□
、
宵
の
囚
禺
の
Ｈ
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

と
し
て
、
す
で
に
ラ
イ
デ
ー

赤
松
の
在
蘭
日
誌
に
は
、

続
き
番
号
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
十

登
記
し
た
日
付
…
…
…
…
…
…
（
空
白
）

姓
名
…
…
・
・
…
・
…
…
…
…
の
：
。
①
『
８

名
前
．
．
…
…
・
…
…
…
…
…
○
コ
。

性
別
…
…
…
・
・
…
…
・
…
…
目
目

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

四
四

赤
松
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
赴
い
た
の
は
、
移
転
に
先
立
っ
て
下
宿
を
捜
す
の
が
目
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
川
と
大
野
は
先
発

し
て
、
す
で
に
ラ
イ
デ
ン
よ
り
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
っ
て
い
た
。

と
あ
る
。

マ
マ

○
四
月
十
一
日
西
洋
五
月
一
ハ
日
土
曜
日
快
晴
早
朝
、
富
太
郎
井
弥
一
一
一
郎
来
り
尋
ぬ
、
夫
人
ｏ
車
ニ
テ
一
統
、
弥
一
一
一
郎
宅
江
至
ル

終
日
諸
方
某
廻
す
と
い
へ
と
も
適
宜
家
更
に
な
し
…
…



（
法
律
上
の
住
所
）

行
政
区
内
で
の
…

転
居
…
…
…
・

備
考
・
…
…
…
…
…

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

（
空
白
）

（
空
白
）

（
筆
者
註
・
一
行
記
戚
あ
る
が
判
続
で
き
な
い
）

畭目に大野０

世
帯
主
と
の
関
係
…
…
・
…
…
．
．
（
空
白
）

生
年
月
日
…
…
…
．
．
…
…
…
…
・
』
四
ｍ

生
ま
れ
た
所
…
…
…
・
…
・
…
・
…
＆
の
」
・

独
身
・
既
婚
の
状
態
…
…
・
・
…
．
（
空
白
）

マ
マ

、
ノ
宗
教
：
…
…
…
…
…
…
…
．
ｏ
‐
．

肘
ソ

よ
職
業
・
…
…
…
…
…
・
・
…
…
胃
、
（
目
『
。
⑦
己
目
鼻
閂

Ⅱ
出

癖住所……：…・…・……・・目・『①】】の（・のぬい望
蕊
転
入
登
録
年
月
日
…
…
…
…
…
陰
。
。
［
。
＠
←

帷
前
の
住
所
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
㈲
の
己
の
】
〕

髭移動年月日…・…・…………。（空白）
鐙
移
動
先
…
…
…
…
…
…
…
…
（
空
白
）

ｈ
脚

死
亡
年
月
日
…
…
・
…
・
・
…
…
…
（
空
白
）

原
籍
…
…
…
…
・
…
・
…
…
。
（
空
白
）

四
五



‐
Ｊ
６
ｂ
■
曰
■
●
⑰
イ
リ
ー
ロ
里
ゲ
ル
Ⅱ
。
α
亜
知
呵
・
ｎ
Ｔ
Ｊ
１
－
ご
功
ケ
ゴ
】
〃
、
、
》
犯
邑
｝
二
一

赤
松
が
泊
っ
た
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
確
一
一
一
口
は
で
き
な
い
。

ふたたび大野の住民登録に話を１もどす。かれの姓名はオランダ風に綴った．ものである。宗教欄には（？）とあった
が
、
こ
れ
は
渡
蘭
の
折
に
、
軍
艦
奉
行
・
井
上
信
濃
守
（
清
直
）
よ
り
、

一
、
い
か
な
る
場
合
に
も
日
本
の
秘
密
を
洩
ら
さ
ざ
る
こ
と
。

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

アムステルダムの大野弥三郎の下宿
（正面のカフェ）

四
六

弥
三
郎
は
、
ト
ー
レ
ン
・
ス
テ
ー

ヒ
日
日
ｇ
〕
の
（
の
⑦
ぬ
一
一
一
百
八
十
一
番
地

（
蝋
在
の
七
番
地
ｌ
ダ
ム
広
場
に
面

し
た
王
宮
の
裏
手
）
に
住
ん
で
い
た
。

赤
松
が
「
夫
汐
車
一
一
テ
一
統
、
弥
一
一
一
郎

宅
江
至
ル
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
こ

の
番
地
の
家
の
こ
と
で
あ
る
。
大
野
の

下
宿
は
健
在
で
あ
り
、
そ
こ
は
今
は
カ

フ
ェ
【
・
田
の
ケ
胃
と
な
っ
て
い
る
。

（
註
・
写
真
参
照
）
。

赤
松
と
大
川
と
大
野
ら
三
人
は
、
馬

車
に
乗
っ
て
下
宿
捜
し
を
試
承
た
が
、

こ
の
日
は
徒
労
に
終
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



と
答
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

イ
シ
ス
ト
ル
メ
ン
ト
マ
ー
ケ
ル

弥
一
二
郎
の
職
業
は
、
器
具
製
造
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

赤松のポケット日記の記述によれば、犬一一一郎がドルトレヒトの下宿を引き払い、アムステルダムに移ったのは慶応
元
年
（
一
八
六
五
）
五
月
九
日
（
洋
暦
六
月
二
日
）
の
こ
と
で
あ
る
。
赤
松
は
、

一
、
キ
リ
ン
灯

一
、
本
朝
の

と
、
三
ケ
条
（

「
宗
教
は
？
」

と
た
ず
ね
ら
れ
た
と
き
、

「
わ
か
ら
な
い
」

と
答
え
た
か
、
聖

「
無
宗
教
で
す
」

と
答
え
た
か
の
、
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

オラソダ留学生の住民登録簿の宗教欄に関するかぎり、ほとんどが空白になっている。当たりさわりのないように、
、
、

一
様
に

「
宗
教
は
あ
り
ま
せ
ん
」

キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
に
肩
を
入
れ
ま
じ
き
こ
と
。

本
朝
（
わ
が
国
）
の
風
俗
を
改
め
ま
じ
き
こ
と
。

一
一
一
ケ
条
の
誓
い
を
立
て
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
戸
籍
更
の
前
で
、

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

あ
る
い
は

四
七



洋
暦
の
六
月
一
一
一
日
よ
り
五
日
ま
で
の
間
に
、
大
川
と
大
野
は
毎
日
の
よ
う
に
赤
松
と
会
っ
て
い
る
。

赤松の短い記述からは、かれらが話題としたものをうかがい知ることはできないが、お互い修学のことや暮らしの
こ
と
、
故
国
の
こ
と
、
仲
間
の
消
息
な
ど
を
話
題
と
し
、
し
ば
し
ば
食
事
を
い
っ
し
ょ
に
と
り
な
が
ら
歓
談
し
た
も
の
と
思
う
。

赤
松
の
ポ
ケ
ッ
ト
日
記
か
ら
ひ
い
て
象
よ
う
。

「アムステルダム新宅」とは、ビンネン国冒】目九十一一一番地（現在のアムステルシ日禺のＲ百八十番地）の下宿の
（
皿
）

こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
メ
モ
し
て
い
る
。

十
一
時
〈
１
ヶ
（
ハ
ー
グ
）
出
立
、
一
一
時
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
新
宅
着
ス
、
途
中
ハ
ル
マ
ン
ス
ト
云
へ
る
人
と
…
…

マ
マ

二
日
（
金
）

今日かしてカルブルスタラートヶィセルスコローソにて中喰所とす、喜太郎弥一一一郎来リムール兎蒋ル
五
日
（
月
）

ケ
イ
セ
ル
ス
コ
ロ
ー
ン
昼
喰
、
喜
太
郎
弥
三
郎
来
ル

三
日
（
土
）
十
日

〈
ル
マ
ン
ス
に
同
道
、
向
河
岸
フ
ル
ッ
ク
ィ
ン
ワ
ー
ト
ル
ラ
ン
ト
江
至
り
、
喜
太
郎
弥
三
郎
来
ル
、
ケ
イ
セ
ル
ス
コ
ロ
ー
ン

四
日
（
日
）
六
月
十
一
日

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

（
）
内
筆
者
に
よ
る
。

四
八



赤
松
の
記
述
の
中
に
「
ケ
イ
セ
ル
ス
コ
ロ
ー
ン
」
と
か
「
カ
ル
プ
ル
ス
タ
ヲ
ー
ト
ヶ
イ
セ
ル
ス
コ
ロ
ー
ン
」
と
い
っ
た
字
句
が
見
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
繁
華
街
の
ひ
と
つ
カ
ル
パ
ー
ス
ト
ラ
ー
ト
屍
口
］
ぐ
①
Ｈ
骨
息
［
七
十
一
番
地
に
あ
っ
た
「
ケ
ィ
ゼ
ル
ス

ク
ロ
ー
ン
」
□
の
屍
の
旨
の
厨
汀
Ｃ
ｏ
ｐ
（
王
冠
の
意
）
と
い
う
ホ
テ
ル
の
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
ホ
テ
ル
と
い
っ
て
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
バ
ー
・
競
売
場
を
兼
ね
て
お
り
、
建
物
は
十
六
世
紀
に
造
ら
れ
た
が
、
今
世
紀
初
頭

に
と
り
こ
わ
さ
れ
、
現
在
は
洋
品
雑
貨
店
と
な
っ
て
い
る
。

当
時
は
な
か
な
か
有
名
な
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
時
を
、
こ
っ
と
う
品
の
競
売
も
開
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
建
物
に
は
当
時
の
お
○
も

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

ケイゼルスクローン（現存せず）

（レンブラントのエッチングより）

か
げ
ば
な
い
が
、
レ
ソ
プ
ー
フ
ン
ト
の
エ
ッ
チ
ン
グ

か
ら
、
か
す
か
に
あ
り
し
日
の
姿
を
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
脳
）

赤
松
は
『
半
生
談
』
の
中
で
、

「
尤
も
晩
餐
を
下
宿
で
執
っ
た
の
は
僅
か
の
間

ホ
テ
ル

で
、
後
に
は
大
概
外
出
し
て
旅
館
の
ダ
ブ
ル
・
ゾ

ッ
ト
（
公
開
食
堂
）
で
す
る
こ
と
に
し
た
。
毎
日
四

時
頃
造
船
所
の
帰
途
其
所
へ
立
寄
り
談
話
室
で
新

聞
・
雑
誌
を
読
ん
だ
り
、
集
り
来
る
人
点
と
種
た

か

の
談
話
を
交
は
し
、
や
が
て
時
間
が
来
る
と
食
堂

に
入
る
の
で
あ
っ
た
。
毎
夕
の
食
卓
で
懇
意
に
な

四
九



「
去
ル
マ
ー
ン
ダ
フ
」
と
は
、
洋
暦
の
八
月
五
日
１
１
冒
凹
目
：
、
（
月
曜
日
の
意
）
の
こ
と
で
あ
る
。
「
ホ
ュ
ー
」
は
「
ホ
ー
ヴ
ゥ
」

の
こ
と
で
あ
る
。
「
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
セ
コ
ロ
ッ
ク
」
と
は
」
豚
百
・
口
・
目
、
９
の
岸
一
・
斤
（
天
文
用
の
時
計
）
を
指
す
。

筆
者
は
、
先
年
、
大
野
弥
三
郎
の
子
孫
宅
で
、
直
道
氏
が
作
成
し
た
弥
三
郎
の
履
歴
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
オ
ラ
ン
ダ

滞
在
中
に
師
事
し
た
教
師
名
が
、
次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
た
。

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
岡
学
生

五
○

つ
た
市
民
も
少
な
く
な
く
、
之
等
の
入
念
の
談
話
は
和
蘭
社
会
の
状
況
を
認
識
す
る
上
に
も
非
常
に
有
益
で
、
又
愉
快
な
日
課
で
あ
っ
た
」

ホ
テ
ル

と
述
べ
て
い
る
が
、
か
れ
が
毎
晩
通
っ
た
「
旅
館
」
と
い
う
の
は
「
ケ
イ
ゼ
ル
ス
ク
ロ
ー
ン
」
を
指
し
て
い
る
と
も
考
鰐
え
ら
れ
る
。
そ

こ
は
ア
ム
ス
テ
ル
川
畔
に
あ
る
か
れ
の
下
宿
か
ら
も
近
い
の
で
あ
る
。

慶
応
二
年
七
月
四
日
（
震
八
月
十
三
日
）
ｌ
こ
の
日
、
赤
松
朧
、
ポ
ケ
ッ
ト
日
記
の
中
で
、
さ
る
月
曜
日
の
午
後
に
時
計
・
精
密

機
器
技
師
の
ア
ン
ド
レ
ァ
ス
。
ホ
ー
ヴ
ゥ
（
』
且
Ｈ
の
勝
因
：
ゴ
陣
】
ｍ
ｇ
ｌ
』
忠
、
）
仁
弥
一
一
一
郎
を
引
き
合
わ
せ
、
製
作
の
指
南
を
依
頼
し
、

同
時
に
天
文
用
の
精
密
時
計
の
代
金
八
百
五
十
フ
ル
デ
ン
を
支
払
っ
た
と
し
る
し
て
い
る
。

赤
松
か
ら
ひ
く
と
。

〈
１
ヶ
逗
留

弥
三
郎
を
引
連
、
去
ル
マ
ー
ン
ダ
プ
午
後
時
辰
儀
師
ホ
ュ
ー
江
引
合
せ
、
製
作
方
指
南
之
義
相
頼
ミ
相
談
、
図
ス
ミ
、
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
セ
コ
ロ
ッ
ク

代
百
科
八
百
五
十
キ
ニ
ル
デ
ソ

十
六
日
（
木
）

測
鑓
機
械
師
ニ
ム
デ
ン
氏



こ
れ
ら
四
人
の
名
は
片
カ
ナ
で
表
記
し
て
あ
る
だ
け
で
、
欧
文
は
付
い
て
は
い
な
か
っ
た
。

エ
ム
ー
フ
ン
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
の
か
、
従
来
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
古
文
書
館
の
史
料
と
記

録によって解明することができた。かれのフルネームは、アブラハム・ファン・ニムデンシヶ国盲目ご自国日旦自である。
エ
ム
デ
ソ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
。

時
計
師

天
台
司
職

洋
学
師幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

ホ
ウ
ピ
ー
氏

カ
イ
ゼ
ル
氏

ホ
ウ
フ
マ
ソ
氏

左から３番目の建物がエムデン

の店（現存せず）

一
七
九
七
年
四
月
十
一
一
一
日
に
生
ま
れ
、
一
八
六
○
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一

日
に
亡
く
な
っ
た
。
妻
も
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
名
前
は
サ
ラ
・
フ

ア
ソ
・
リ
ャ
ー
の
胃
働
く
目
□
閂
。
一
八
○
○
年
十
二
月
二
十
一
一

日
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
生
ま
れ
て
い
る
。
没
年
は
不
詳
。

赤
松
や
大
野
ら
の
日
本
人
留
学
生
ら
が
ニ
ム
デ
ソ
の
店
に
出
入

り
し
た
と
き
、
ア
プ
ラ
ハ
ム
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ム
デ
ン
は
す
で
に
亡

く
、
未
亡
人
の
サ
ラ
・
フ
ァ
ン
・
リ
ャ
ー
が
店
を
切
り
盛
り
し
て

い
た
・
店
は
、
先
に
述
べ
た
ケ
イ
ゼ
ル
ス
ク
ロ
ー
ン
が
あ
る
、
カ

ル
・
ハ
ー
ス
ト
ラ
ー
ト
二
十
六
番
地
（
現
在
の
番
地
）
に
あ
っ
た
。

五
一



--.:..b拾､､...････色＝

（アプラハム・ファン・ニムデン。自然科学、光学、航海用の器械製作者・アムステルダム市Ｅ区一一百一一十七番地、
ヨ
ン
ヘ
・
ル
ー
レ
ン
ス
テ
ー
ヒ
そ
ば
の
カ
ル
パ
ー
ト
街
）

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

五
一
一

が
、
建
物
は
約
五
十
年
前
に
と
り
こ
わ
さ
れ
、
そ
の
跡
地
（
二
十
六
番
地
と
一
一
十
二
、
二
十
四
番
地
の
土
地
）
に
「
ス
イ
ス
・
ホ
テ
ル
」

四
○
厨
』
の
巳
閉
⑦
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
ア
ー
ル
・
デ
コ
ー
ル
風
の
建
築
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
一
流
ホ
テ
ル
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
ホ
テ
ル
は
火
事
で
焼
け
、
今
は
「
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ス
イ
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。

Ｌアムステルダム市の『総合住所録』（少］ぬの日①のロレ』Ｈののず・鳥」日切国』シ日：己山日］、⑦トー届ｓ）には、ニムデン
の
店
の
所
有
者
名
・
商
売
名
・
住
所
お
よ
び
宣
伝
文
な
ど
が
見
い
出
せ
る
・
そ
れ
を
次
に
ひ
い
て
象
よ
う
。

ま
た
一
八
六
五
年
代
の
店
の
”
宣
伝
文
“
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

岡目」：（シ・くいロ）岸色］くの厨冨：【亘）』の］◎口、の宛。①］①息［の⑪醇呂・『曽円詮穐、種冒⑯ミ・旧Ｐ口旦目の（の厨Ｉ一二「の鳥目荷のＰ三頁の『で勝晩①。。
》［の⑦一戸の〔二二ｍのＰ勺色⑫、のａｏｏＮの口・のロケの⑦園ｌ宍◎ョご儲いのロ・の①嵩冒員のＰ。。【■己冨Ｐ【】］一六の厨曹司○ｏｚ向同Ｆ１①己ぐ両用丙向【［］【同甸のご
回
”
円
い
Ｐ
同
Ｚ
・
田
○
”
。
Ｚ
同
曰
く
『
同
Ｚ
・
Ｆ
Ｃ
ｐ
田
岡
Ｚ
・

富】Ｏ詞○のｎｏで岡Ｚのヨシ白Ｏ丙○⑫、○勺】⑫、】｛両弔詞シ両宅少丙シ『同Ｚ・の弓吋閃け○、、○勺向Ｚ】団色『○日の【ｑ、。『ず日日◎日⑦【ｑい】シ厨己◎
日の［の『、》ぐ：巨巨日日、富田・邑竜胃◎曰⑥［の易・勺の」◎ョの（の『、》Ｃ胃【○日の［の厨】ｏ員ぐ一目①『の厨．

」
く
凰
種
§
』
。
§
（
同
‐
§
Ｎ
恩
ご
§
『
感
§
輿
狩
③
‐
三
両
、
鷲
員
恩
苫
§
与
恩
、
曽
罵
員
言
具
国
孕

・
禺
凹
』
『
の
圃
胃
圏
斤
互
］
』
の
］
○
口
堀
の
幻
◎
の
］
の
ロ
⑫
肩
の
、
同
侭
『
・
少
目
、
【
の
ａ
目
】
．

向
日
』
の
Ｐ
（
少
，
く
ぃ
ロ
）

』
こ
凰
種
忌
引
Ｊ
の
③
Ｎ
蔚
感
‐



ア
プ
ラ
ハ
ム
・
フ
ァ
ン
．
一
一
ム
デ
ン
の
住
民
登
録
簿
に
は
夫
婦
に
関
す
る
記
述
の
ほ
か
、

（
ア
プ
ラ
ハ
ム
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ム
デ
ソ
。
ヨ
ン
ヘ
・
ル
ー
レ
ン
ス
テ
ー
こ
そ
ぱ
の
カ
ル
諺
ハ
ー
ト
街
一
一
十
六
番
地
。
器
械
製
作
。
測
量
器
械
、
水
準
器
、

そ
く
さ

ら

測
鎖
、
コ
ン
．
〈
〆
、
羅
針
賎
、
｛
ハ
分
儀
、
小
望
遠
鏡
、
観
劇
用
双
眼
鏡
、
め
が
ね
、
鼻
め
が
ね
、
拡
大
鏡
、
顕
微
鏡
と
そ
の
部
品
、
実
体
鏡
、
気
圧
計
、

体
温
計
、
圧
力
計
、
真
空
計
、
温
度
計
、
万
歩
計
、
曲
線
計
等
え
）

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

ニムデンの店の広告文（中央の部分）

（『総合住所録』より）

ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ァ
ン
・
エ
ム
デ
ン
（
一
八
四
八
年
生
章
れ
）

ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ア
ー
ガ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
・
エ
ム
デ
ン
（
一
八
四
九
年
生
ま
れ
）

、

の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
一
一
人
は
、
ア
プ
ラ
ハ
ム
・
フ
ァ
ン
・
エ
ム
デ
ン
の
甥
に

あ
た
る
。
か
れ
ら
は
叔
父
の
店
を
手
助
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
今
述
べ
た
甥
以
外
に
、

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
マ
ヒ
エ
ル
・
フ
ァ
ン
・
リ
サ

シ
］
の
Ｈ
ｍ
ｐ
」
①
吋
巨
：
嵐
の
｜
ぐ
口
ｐ
ｐ
ｍ
閏

モ
ー
リ
ス
・
フ
ァ
ン
・
リ
サ
ご
［
、
ロ
回
８
ぐ
■
ご
Ｒ
一
切
目

ら
二
名
の
名
前
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

前
者
の
フ
ァ
ン
・
リ
サ
は
、
一
八
四
一
一
一
年
四
月
十
一
日
に
ミ
デ
ル
ブ
ル
フ
ニ
屋
号
一
‐

宮
侭
に
生
ま
れ
、
一
八
六
二
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
や
っ
て
来
た
。
一
八
六
七
年

、
、

（
慶
応
一
一
一
年
）
一
一
一
月
一
一
十
六
日
に
日
本
に
行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
幕
府

が
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
つ
ら
え
た
開
陽
丸
が
横
浜
に
到
着
し
た
日
で
も
あ
る
。
当
時
、
か
れ

五
三



陸
一
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

郎
と
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
一

姓
名
不
詳
」
と
あ
る
。

こ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
こ
そ
、
フ
ァ
ン
・
リ
サ
兄
弟
の
一
人
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
と
も
あ
れ
将
来
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
人

会
の
方
面
か
ら
糸
を
た
ぐ
れ
ば
、
何
か
判
明
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
時
計
師
ホ
ウ
ピ
ー
氏
」
と
は
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ホ
ー
ヴ
ゥ
シ
且
円
の
口
切
因
島
亀
邑
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
古
文
書

る
｡ 

後
者
の
フ
ァ
ン
・
リ
サ
は
、
一
八
一
一
一
二
年
十
一
月
二
十
四
日
に
ミ
デ
ル
プ
ル
フ
で
生
ま
れ
、
一
八
六
一
一
一
年
八
月
十
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
来
て
い
る
。
職
業
は
軍
医
と
測
量
師
を
兼
ね
て
い
た
。

こ
の
二
人
は
共
に
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
兄
弟
で
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。
か
れ
ら
は
ニ
ム
デ
ン
の
店
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
も

の
か
判
然
と
し
な
い
点
も
あ
る
が
、
フ
ァ
ン
・
ニ
ム
デ
ン
の
未
亡
人
を
助
け
、
二
人
の
甥
ら
と
、
店
を
手
伝
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

と
こ
ろ
で
水
田
信
利
氏
の
『
黎
明
期
の
我
が
海
軍
と
和
蘭
』
（
昭
和
十
五
年
、
雄
風
館
薔
房
刊
、
非
売
品
）
に
、
洋
服
姿
の
大
野
弥
三

と
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
か
っ
ぷ
く
の
良
い
オ
ラ
ン
ダ
青
年
の
写
真
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
説
明
に
は
「
傍
に
立
て
る
和
蘭
人
の

『
総
合
住
所
録
』
に
よ
る
と
、
一
八
六
五
年
当
時
の
エ
ム
デ
ン
の
店
の
広
告
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
モ
ー
リ
ス
（
？
）
フ
ァ
ン
・
リ
サ
。
ヨ
ソ
ヘ
・
ル
ー
レ
ン
ス
テ
ー
ヒ
そ
ば
の
カ
ル
ベ
ー
ト
街
、
Ｅ
の
二
百
二
十
七
番
地
。
器
械
製
作
者
。
）

Ｐ
厨
圏
（
旨
・
弓
四
目
）
宍
色
］
『
の
扇
【
国
貰
亘
一
こ
の
］
。
ｐ
、
巾
閃
。
、
一
の
ロ
⑫
［
の
⑦
ｍ
・
同
侶
『
・
『
勧
鷺
、
種
目
§
３
日
奇
計
。

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

五
四



が
、
さ
ら
に
高
度
の
技
術
を
も
と
め
・
く
り
に
出
、
時
計
技
術
者
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
ル
イ
・
フ
ラ
ソ
ソ
ワ
・
ク
レ
マ
ン
・
プ
レ
ゲ

Ｐ
・
鳥
…
嶌
口
…
…
：
扇
晨
「
扇
麗
）
の
弟
子
と
し
て
六
年
間
修
業
し
た
．
一
八
三
九
年
ｌ
ホ
ー
ヴ
ゥ
艫
Ｚ
ス

ク
回
ノ
メ
ー
グ
ー

テ
ル
ダ
ム
に
居
を
定
め
る
と
、
敢
然
と
し
て
航
海
時
計
と
天
文
用
の
精
密
時
計
の
製
作
に
着
手
し
た
。
そ
の
住
居
は
ア
ウ
デ
ス
カ
ン
ス

○
巳
の
⑫
、
盲
ロ
、
四
十
二
番
地
で
あ
り
、
番
地
は
昔
Ｊ
も
今
Ｊ
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

か
れ
の
作
品
は
早
く
か
ら
信
頼
を
得
、
多
く
の
商
船
か
ら
仕
事
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
高
い
技
術
は
や
が
て
各
国
に
も
知
れ
渡
り
、
賞

杯
を
受
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。
ナ
ポ
リ
で
開
か
れ
た
展
覧
会
で
は
、
イ
タ
リ
ア
王
よ
り
国
王
勲
章
を
授
与
さ
れ
、
一
八
五
四
年
に
は

（
灯
）

祠
①
一
一
捌
三
の
己
三
ｍ
賞
を
、
一
八
六
七
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
国
王
よ
り
獅
子
勲
章
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
亡
く
な
る
年
の
一
八
八
一
一
一
年
六
月

（
旧
）

に
は
再
び
国
王
よ
り
大
金
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
た
。

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

五
五

館
に
残
る
住
民
登
録
に
よ
る
と
、
ホ
ー
ヴ
ゥ
は
一
八
○
三
年
七

Ｊ
 

如
月
十
八
日
に
シ
ュ
レ
ス
ピ
ヒ
の
、
ご
巾
の
肴
－
ぬ
（
当
時
は
デ
ン
マ
ー

誇
卿
ク
領
、
現
在
は
西
ド
イ
ツ
北
部
。
の
一
⑦
⑦
ｍ
葛
菩
と
も
い
う
）
で

》》性峨魏一卜誠、蕊》匂繩’一歸司釦家』》テルダムで亡
孵
”
ホ
ー
ヴ
ゥ
は
初
め
父
よ
り
時
計
製
造
の
基
礎
的
訓
練
を
受
け
、

準岬一一十六歳のときアルトナ（現在の西ドイツ、ハンブル
藤
ク
の
一
地
区
）
に
赴
き
、
そ
こ
で
有
名
な
時
計
師
ケ
ヅ
セ
ル
ズ

く

【
の
、
ｍ
の
一
切
に
弟
子
入
り
し
、
大
型
時
計
の
製
法
を
学
ん
だ
。



ル
ス
◇
ブ
ラ
シ
》
卜
』

戦
さ
れ
て
い
る
。 幕
府
オ
ヲ
ン
ズ
留
学
生

五
六

大
野
が
ホ
ー
ヴ
ゥ
の
店
に
出
入
り
し
た
頃
、
師
匠
は
妻
ア
ン
ト
ニ
ャ
・
ロ
ー
ズ
と
三
人
の
娘
と
二
人
の
召
使
い
の
七
人
暮
ら
し
で
あ
っ

た
。
ホ
ー
ヴ
ゥ
が
亡
く
な
っ
た
の
は
一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
年
）
九
月
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
追
悼
記
事
が
『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ

ル
ス
プ
ラ
ヅ
ド
』
（
し
］
ぬ
の
日
の
目
団
：
」
の
］
い
ず
一
己
）
と
『
一
一
ユ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
・
ダ
ッ
ハ
』
ｚ
一
の
色
ョ
い
く
目
」
の
ロ
。
、
）
両
紙
に
褐

ま
た
ラ
ー
ュ
ー
ス
。
フ
ァ
ン
。
ド
ゥ
・
ダ
ツ
〈
』
紙
の
記
事
は
、
後
述
す
る
カ
イ
ゼ
ル
教
授
の
こ
と
ば
を
関
接
に
引
用
し
た
も
の
で
あ

り
、
ホ
ー
ヴ
ゥ
の
技
鐵
を
高
く
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
記
事
は
い
ず
れ
も
ホ
ー
ヴ
ゥ
の
人
と
な
り
と
す
ぐ
れ
た
業
績
を
た
た
え
た
も
の
で
あ
る
。

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
。
ハ
ン
デ
ル
ス
ブ
ラ
ッ
ド
』
紙
の
追
悼
文
は
、
一
八
八
五
年
十
月
三
日
に
載
っ
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
の
一
節
を
ひ

い
て
承
よ
う
。

ア
ソ
ド
レ
ｏ
ホ
ー
ヴ
ゥ
。

本
日
、
当
地
に
お
い
て
八
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
Ａ
・
ホ
ー
ヴ
ゥ
氏
は
、
西
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。

Ａ
・
ホ
ー
ヴ
ゥ
氏
は
天
文
器
械
の
製
作
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
か
れ
は
機
械
学
の
部
門
を
完
成
の
域
に
ま
で
高
め
た
ぽ
か
り
か
、
ち
ょ
う
ど
三
年

前
に
臆
ア
メ
リ
カ
政
府
の
た
め
に
天
文
用
の
時
計
の
製
作
を
た
の
震
れ
た
。
か
れ
の
時
計
の
質
は
世
界
中
で
殿
も
す
ぐ
れ
た
ｊ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

（
⑬
）
 

》
。
。

カ
イ
ザ
ー
教
授
は
、
ホ
ー
ヴ
ゥ
の
振
子
時
計
が
あ
っ
て
何
と
幸
福
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
、
た
び
た
び
い
っ
た
ホ
ー
ヴ
ゥ
の
時
計
ば
規
則
正

（
釦
）

し
く
動
き
、
プ
レ
ゲ
の
股
も
す
ぐ
れ
た
時
計
よ
り
も
ま
さ
っ
て
い
た
。



「天台司職カイゼル氏」とは、当時ライデソ大学教授であったフレデリヅク・カイゼル（句Ｈ巳①Ｈ芹【骨の『扇Ｓ
－］②己）のことである。かれは一八○二年七月十日にアムステルダムで生まれ、一八七一一年七月一一十八日ラィデンで
亡
く
な
っ
た
。

カイゼルは一八一八年、オランダ王立科学協会の会員に選ばれ、一八二六年五月にはラィデソの天文台長に任命さ
れた。一八一一一五年、ハレー彗星の研究によりライデン大学より名誉博士号を授与された。一八四五年、この年カイゼ
ルは正教授に進んだ。一八六○年に天文台○ヶ⑰円く自日盲目が建設され、翌年にはラィデソに居を移し、以後亡くな
るまでこの学都で暮らした。弥一二郎は主として天文台や海上測器についての知識をカィデルから授けられたのである。
「洋学師ホウフマソ氏」とは、ヨハン・ヨセフ・ホフマソ（］ｏ盲目］。ｍのでず国。｛｛曰色目】、９－］、『、）のことであ

ろ
。ホフマソはライデソ大学東洋学部教授であるかたわら、オラソダ政府の翻訳の仕事を手伝い、オラソダ留学生の世
話役兼語学教師でもあった。かれは弥一二郎らライデソ在住の日本人留学生にオランダ語を教授し、生活上のこまごま
とした注意や助言をあたえた。軍医ポソペ・ファソ・メールデルフォールトとともに日本人とは最も深いつき合いが
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
一
人
で
あ
る
。

赤松のポケット日記には、時折、今のぺたエムデンやホーヴゥの名前が散見する。｝」とにエムデソの店に六分儀
の奥冨員などを注文し、製品を受取り代金を支払ったこととか、ホーヴゥの店に付け届けをした記述などが見られる
の
で
あ
る
。

弥一一一郎がオランダに滞在したのは一一一ヶ年であるが、慶応一一年（一八六六）十月一一十五日（洋暦十二月一日）、臓装の
五
七

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生



フ
リ
シ
ン
ゲ
ン
を
抜
錨
し
た
開
陽
は
、
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
。
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
や
蘭
領
ア
ン
ポ
イ
ナ
に
寄
港
し
た
の
ち
、
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
丁
卯
一
一
一
月
一
一
十
六
日
（
洋
暦
四
月
三
十
日
）
無
事
横
浜
港
に
帰
着
し
た
。

翌
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
戊
辰
六
月
五
日
、
弥
三
郎
は
太
政
官
に
微
さ
れ
貨
幣
司
と
し
て
、
御
手
当
金
三
百
両
で
明
治
新
政
府
に
仕

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
続
い
て
明
治
二
年
三
月
よ
り
造
幣
寮
（
造
幣
局
）
に
技
師
と
し
て
出
仕
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
局
の
銅
細
工
場

（
銅
器
の
す
べ
て
を
製
作
す
る
）
の
工
作
師
と
し
て
、
主
に
「
天
秤
」
の
製
作
と
指
導
に
当
っ
た
。
ま
た
在
職
中
、
羅
針
盤
・
検
温
器

（
三
個
）
を
つ
く
り
宮
内
省
に
納
入
し
た
り
、
経
緯
機
（
蘭
名
テ
オ
ド
ー
ト
）
や
大
時
計
を
も
製
作
し
た
。

（
型
）

や
が
て
か
れ
は
懐
中
時
計
の
国
産
化
を
思
い
立
ち
、
息
子
の
則
好
を
ス
イ
ス
に
留
学
さ
せ
た
。
則
好
は
同
年
九
月
に
「
ジ
ュ
ネ
ー
・
フ
時

計
学
校
」
に
入
学
し
、
明
治
十
三
年
二
月
に
卒
業
し
た
が
、
さ
ら
に
。
〈
テ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
時
計
工
場
で
時
計
製
造
技
術
を
実
習
し

た
。
則
好
は
一
一
一
年
間
の
留
学
を
お
え
て
明
治
十
三
年
四
月
に
帰
国
し
た
。
ひ

大
野
親
子
は
宮
内
省
よ
り
一
一
千
五
百
円
下
賜
さ
れ
、
造
幣
局
に
近
い
樋
の
ロ
に
時
計
工
場
を
つ
く
り
同
年
秋
九
月
よ
り
製
造
を
始
め
た

が
、
事
業
の
方
は
う
ま
く
ゆ
か
ず
、
や
が
て
工
場
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
し
か
し
、
大
野
親
子
の
養
成
し
た
技
術
者
た
ち
は
、
明
治
初
期
に
つ

く
ら
れ
た
各
時
計
工
場
に
入
り
、
技
師
と
し
て
わ
が
国
の
時
計
産
業
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
九
年
二
八
八
八
）
、
大
野
は
、
工
作
所
長
と
な
っ
た
の
を
最
後
に
、
老
年
を
も
っ
て
退
職
し
、
多
年
の
功
に
よ
り
、
正
六
位

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

五
八

（
皿
）

す
べ
て
を
終
陰
え
た
開
陽
丸
に
乗
り
、
フ
リ
シ
ゲ
ン
よ
り
帰
国
の
途
に
上
っ
た
。
同
艦
に
は
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
ン
ド
人
か
ら
な
る

乗
組
員
百
九
名
の
ほ
か
、
内
田
・
榎
本
・
沢
・
田
口
。
上
田
・
古
川
・
山
下
、
大
野
・
中
島
ら
九
名
の
日
本
人
が
乗
り
組
ん
で
い
た
。
大

川
は
慶
応
元
年
に
病
い
の
た
め
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
病
死
し
、
伊
東
・
林
・
赤
松
ら
三
名
は
、
引
き
続
き
オ
ラ
ン
ダ
に
残
り
、
専
門
と
す

る
学
科
を
学
ん
だ
。



勲
六
等
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
同
年
秋
十
月
六
日
に
逝
っ
た
。
享
年
六
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
大
野
弥
三
郎
は
亡
く
な
る
ま
で
チ
ョ
ン
マ

ゲ
を
結
っ
て
い
た
と
い
う
ほ
か
、
と
く
に
人
柄
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
オ
ラ
ン
ダ
仕
込
糸
の
弥
三
郎
の
技
術
の
跡
は
、
大

（
配
）

て
ん
び
ん

阪
の
造
幣
博
物
館
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
「
大
時
計
」
（
明
治
九
年
に
製
作
）
と
「
地
金
用
天
秤
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

造
幣
局
の
目
の
前
を
流
れ
る
淀
川
の
対
岸
は
、
都
島
区
中
ノ
町
だ
が
、
そ
の
一
角
に
桜
宮
神
社
が
あ
る
。
宮
司
の
深
瀬
幸
尋
氏
か
ら
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
幕
末
の
こ
ろ
、
境
内
に
「
久
宗
亭
」
と
い
う
茶
房
が
あ
り
、
志
士
が
大
勢
出
入
り
し
た
と
い
う
。
明
治

十
八
年
の
大
洪
水
で
神
社
は
水
び
た
し
に
な
り
、
ま
た
今
度
の
戦
争
で
神
社
は
九
焼
け
と
な
っ
た
が
、
神
殿
の
左
わ
き
に
大
き
な
顕
彰
碑

（
「
大
野
規
周
君
記
念
之
碑
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
明
治
十
九
年
十
一
月
に
、
時
の
局
長
・
遠
藤
謹
助
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
割
）

な
お
、
参
考
ま
で
に
維
新
後
の
弥
三
郎
の
履
歴
を
挙
げ
て
お
く
。

明
治
元
辰
年
六
月
廿
日
工
作
方
判
事
拝
命

同
一
一
年
三
月
十
日
造
幣
寮
機
械
方
拝
命

同
年
九
月
十
二
日
造
幣
権
充
拝
命

同
三
年
廿
一
日
是
迄
職
務
被
免
造
幣
寮

附
属
拝
命

五
年
五
月
十
日
造
幣
寮
十
等
出
仕
拝
命
月
給
百
五
十
円
下
賜

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

大
阪
府
士
族
大
野
規
周
文
政
三
年
辰
正
月
生

五
九



註

（
１
）
ｌ
「
日
本
艤
計
麗
業
奥
燧
書
」
『
国
際
時
計
邇
償
』
（
蕊
七
巻
第
九
号
）

（
２
）
『
続
幕
末
和
蘭
留
学
関
係
史
料
集
成
』
（
日
蘭
学
会
編
・
大
久
保
利
鎌
編
著
・
雄
松
堂
・
昭
和
五
十
九
年
二
月
刊
）

（
３
）
一
八
六
○
年
代
の
ラ
ィ
デ
ソ
の
時
計
屋
は
次
の
十
七
店
で
あ
る
。
時
計
師
の
名
前
、
住
所
（
街
路
名
と
番
地
（
）
内
は
現
在
の
も
の
）
を
挙
げ

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

マ
マ

｜
同
一
ハ
年
四
月
十
八
日
造
幣
寮
七
等
出
仕
拝
命

一
同
八
年
十
月
十
五
日
被
任
造
幣
中
技
監
同
廿
五
日
拝
受
二
等
月
給
下
賜

一
同
年
十
一
月
十
七
日
被
任
従
六
位
同
廿
四
日
拝
受

（
朱
宙
）

一
同
十
年
一
月
十
八
日
廃
寮

一
明
治
十
年
一
月
一
一
一
十
一
日
被
任
造
幣
少
技
師
同
二
月
二
日
拝
受
一
級
月
給
下
賜

一
同
十
三
年
一
月
廿
日
被
任
中
技
師
同
廿
日
拝
受

一
同
十
五
年
六
月
十
一
一
一
日
任
大
蔵
三
等
技
師
一
一
一
級
月
給
下
賜
同
十
九
日
受

一
同
十
六
年
一
月
廿
四
日
被
叙
勲
六
等

一
同
十
九
年
二
月
五
日
非
職
被
仰
付
侯
事
同
月
九
日
受

（
朱
宙
）

「
｜
同
年
十
月
六
日
病
死
」

て
お
く
。

■
・
ぐ
色
目

■
・
ぐ
色
目
団
の
①
辰
餌
』
貰
一
の
目
日
の
円
、
司
餌
四
［
①
．
ｇ
『
（
望
）

一
員
因
。
⑭
ヨ
②
弓
三
二
割
Ｐ
①
。
》
⑬
『
（
の
Ｃ
）

□
・
Ｐ
因
日
日
・
Ｚ
篇
目
扇
［
の
⑦
函
』
・
『
］
碗
（
『
）

六
○



句
・
目
←
】
・
ぐ
・
」
・
ニ
ニ
○
の
『
」
・
刃
色
で
の
ロ
ヶ
ロ
『
ｍ
』
。
⑪
巴
（
恩
）

弥三郎が研修したのは、このうちの一つか。（ライデンの古文番館に勤務するＢ・Ｎ・レーペルラソト氏の教示による）
（
４
）
『
大
日
本
』
１
－
六
十
年
前
の
阿
蘭
陀
留
学
（
大
正
七
年
七
月
号
）

（
５
）
現
在
の
国
『
の
Ｃ
、
冨
色
員
一
一
十
一
一
一
番
地
の
建
物
。
今
は
美
術
店
と
な
っ
て
い
る
。

（６）縦十五センチ、横八・五セソチの黒皮表紙の手帳四冊。これにはオラソダの地図・カレソダー・諸表・協会の役員名簿．
そ
の
他
の
付
録
な
ど
が
つ
い
て
い
る
。

（７）現在の田。。、一目烏呂の宍の鳥、『：言四十四番地。ホフマソ博士（日本人留学生の教師兼世話役）の家の斜め真向い。
（８）西周助は住所を一一度変えた。最初は現在の国。。、、国・す［九十四番地。次の住所はｚ冒冒胃旨九十四番地。

一
ハ
｜

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

西
．
三
二
・
」
①
因
目
一
一
口
・
勾
鰯
で
２
ケ
■
晶
喉
・
患
』
（
圏
）

四
・
○
患
つ
閂
】
・
困
騨
胃
一
の
日
日
の
厨
［
国
貰
の
。
②
園
（
①
）

］
・
可
・
一
二
【
Ｄ
Ｃ
臣
『
の
①
》
因
○
○
一
ｍ
圖
○
胃
『
．
ご
←
（
農
）

］・〕・□の、、①一の『・ロ。ｐ庁の厨房の頤⑦．『⑫（届）
○
・
伊
。
。
。
」
」
一
一
Ｐ
国
の
①
四
房
目
目
色
円
歸
［
、
。
』
『
（
い
⑪
）

田
・
因
の
腸
の
一
言
寿
・
国
目
ユ
の
日
日
の
Ｈ
⑫
百
：
［
の
．
日
ペ
（
』
⑨
】
）

］
・
穴
一
】
ョ
⑭
。
固
の
胃
ゲ
昌
厨
胃
の
顕
『
。
②
］
⑦
（
⑪
）

言
・
勺
・
で
⑧
色
一
色
、
。
ご
言
の
○
ヶ
厨
の
ぐ
①
の
Ｈ
四
・
】
、
（
岳
）

杼
，
己
・
国
色
目
一
日
・
の
旨
の
巨
冒
胃
戸
戸
閣
・
晒
吟
、
（
」
函
）

国
・
石
◎
の
〔
・
Ｚ
】
の
冒
詞
の
宛
曰
冒
『
・
巴
（
←
）

］，司・一色閉匡菖か門のご口。（のＨ目色門戸［』。⑫①（⑬）

国
．
ご
曾
禺
の
、
の
Ｐ
田
。
、
の
君
◎
の
己
⑭
。
⑭
巴
（
】
Ｓ
）

シ
・
ぐ
．
二
・
二
二
笛
頭
》
シ
■
一
日
目
胃
一
・
』
つ
①
（
巴
）



幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

一
ハ
ー
ー

（
９
）
ボ
ブ
マ
ン
博
士
に
つ
い
て
ば
柵
穂
「
；
・
薑
ゼ
フ
・
ホ
フ
マ
ン
ー
ー
フ
ィ
デ
ソ
の
日
本
籍
学
霧
」
（
法
政
大
学
教
義
部
『
紀
要
』
人
文
科

学
編
・
第
五
十
号
）
に
く
わ
し
い
。

（
、
）
『
幕
末
和
蘭
留
学
関
係
史
料
集
成
』
（
日
蘭
学
会
編
・
大
久
保
利
鎌
編
箸
・
雄
松
堂
・
昭
和
五
十
七
年
二
月
刊
）
に
収
録
。

（
ｕ
）
前
掲
『
大
日
本
』
（
大
正
七
年
七
月
号
）
を
参
照
。

（
、
）
大
川
喜
太
郎
に
つ
い
て
は
、
『
歴
史
と
人
物
』
（
昭
和
五
十
九
年
五
月
号
。
中
央
公
論
社
）
所
城
の
拙
稿
「
幕
府
職
方
留
学
生
オ
ラ
ン
ダ
に
死

す
」
も
し
く
は
「
幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
ｌ
職
方
に
つ
い
て
」
（
法
政
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
社
会
科
学
編
・
蕊
四
十
七
号
）
に
く
わ
し
い
．

（
、
）
『
幕
末
和
蘭
留
学
関
房

（
ｕ
）
前
掲
『
大
日
本
』
企

（
、
）
大
川
喜
太
郎
に
つ
堕

す
」
も
し
く
は
「
幕
府
オ
ー

（
、
）
前
掲
の
論
文
を
参
照
。

（
胴
）
ム
ー
ル
マ
ン
と
は
、
ク
ラ
ィ
ン
・
ム
ァ
ー
ラ
圃
圓
霞
・
…
・
の
こ
と
．
拙
繍
「
薑
ヘ
ン
・
罰
ゼ
フ
・
ホ
フ
マ
ン
ー
ラ
イ
ヂ
ン
の
日

本
語
学
者
」
の
註
に
く
わ
し
い
。

（
焔
）
『
赤
松
則
良
半
生
談
』
（
東
洋
文
庫
・
平
凡
社
）
の
こ
と
。

（
Ⅳ
）
四
」
」
の
Ｈ
ご
色
口
」
の
臣
ｚ
巳
．
Ｆ
の
①
巨
三
の
こ
と
。

（
烟
）
旦
の
、
円
。
。
届
ぬ
。
巨
こ
の
口
目
の
二
竪
二
の
の
こ
と
。

（
⑱
）
原
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

少
・
因
◎
す
己
筐

○
℃
：
ご
「
の
、
〔
の
『
す
の
、
『
画
呉
ロ
一
四
菖
叩
署
の
ａ
す
の
」
①
ご
【
の
『
息
己
の
ケ
の
⑫
［
①
匡
旦
の
写
の
閂
少
，
国
◎
ず
三
陸
・
ｏ
Ｃ
ｇ
Ｊ
胃
一
ｍ
の
ロ
］
の
。
（
［
一
一
」
餌
］
三
閂
。
『
閂
］
①
‐

（
Ｍ
）
柵
稿
「
フ
ム
ろ
プ
ル
ダ
ム
の
赤
松
六
三
鰯
の
下
宿
」
ｌ
「
日
闘
学
会
麺
億
」
（
二
十
一
号
・
四
月
号
・
昭
和
五
十
八
年
）
窪
参
照
．

赤
松
の
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
の
下
宿
は
、
三
房
・
冒
巨
員
・
巴
（
現
在
の
Ｃ
の
九
百
五
十
九
番
地
の
造
幣
所
跡
）
で
あ
る
。
現
在
は
音
楽
学
校
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。

□
①
す
①
の
円
少
・
出
◎
す
菖
旨
『
国
ョ
闇
『
二
回
］
⑫
ご
閂
ご
畠
『
Ｓ
ｍ
の
円
く
：
儲
冨
Ｃ
ｐ
ｏ
目
一
ｍ
ロ
ゴ
の
旨
⑫
【
２
日
の
目
目
・
西
一
］
ず
且
夛
の
（
旨
ユ
】
の
ロ
冨
弄
『
色
ロ

ミ
の
『
宍
一
色
一
、
宍
巨
口
旦
の
【
ｃ
［
ｃ
の
ロ
ゴ
。
○
ぬ
の
ロ
《
痢
色
で
く
也
目
『
○
一
円
ゴ
四
ｍ
【
（
ず
囚
。
、
の
ワ
Ｈ
ｍ
ｎ
ケ
芹
・
碑
Ｃ
Ｏ
㈱
の
一
（
唖
や
」
、
【
す
の
Ｈ
ロ
ニ
。
、
己
岱
⑫
の
①
口
ご
臼
口
Ｈ
］
的
脚
削
碩
の
］
の
」
の
ロ

■
 

ユ
⑥
。
。



」①一のくの『旨、ご画己、の回岱⑫【８皀○冒厨ロゴの区。汚く○日ゴの【ショのユ戸息扇○ヶの、◎こぐの旨のョの己［乏曾」◎己函①」『⑤、のＰｏＢ」③［且冒
斤一．六戸⑰曰く吟皀二一の己色四別ニニの壱①⑫【の園一一口【の村量而吋の一」・

（、）弓８【・宍菖、の『ラの①｛［ケの戸ョの己、日：一日［ぬの⑭己『◎丙のロワＣ①函の］巨丙面、宜一且の声門の丙の夛已のＢ２」①もの己」巨一⑮くい口頭◎す弓Ｐ島の
】口吋の、の一目Ｐ二ｍの己ぬいロ、侭①］【叩○のすの⑫［の崖。丙丙の曰く②ロロ『か、Ｅ①【◎ぐ曾冨◎烏・
（、）『開陽丸１１海底遺跡の発掘調査報告Ｉ』江差町教育委員会編。一九八一一年刊行。
（
翠
）
繭
掲
「
懸
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
ｌ
職
方
に
つ
い
て
」
に
く
わ
し
い
．

（
”
）
前
掲
論
文
に
く
わ
し
い
。

（型）弥三郎の履歴に関しては、「大野弥一一一郎履歴」と「当局非現在職員名簿中ノ記事」を参照。これらは『統幕末和蘭留学
生関係史料集成』（日蘭学会編・大久保利謙編箸・雄松堂・昭和五十九年二月刊）に収録されている。
ち
な
み
に
大
野
弥
三
郎
の
子
孫
宅
で
閲
読
し
た
資
料
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
系
図
を
左
に
掲
げ
て
お
く
。

ｌ
…
１
．
：
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
 

（弘化一一年五月没）（”飴叶鋤年十）（癩泳麺蒔垂栩汁一一一頤鍵ま）（峨稀什窪》計鈩配距岬挫搾蝋）
Ｉ
”
ｆ
１
４
 

（舞爆繍犀十日）（舗拒汁辮勧月二十日）
（追記）本稿を草する上で、一一一崎ニキ氏、大野直人氏、元一橋大学教授・山口隆二氏、ラィデンの古文書館のＢ、Ｎ・レ
ーペルラソト氏、ライデソ大学識師ジャック・スホルテソ氏、アムステルダムの古文書館のＨ・Ｊ・エルソスト氏、日蘭学会
幹事のｗ・オソドヲチニック氏、アムステルダム在住の勝山光郎氏らの教示を得ました。記して感謝を表します。

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

一ハーーー



□
房
一

ｍのす』①『①ロ。

自
口
后
Ｂ
国
。
ご
ニ
ゲ
の
｛
Ｈ
○
百
ｍ
目
国
‐
い
ず
。
、
戸
口
：
【
ぐ
】
］
洋
一
の
ロ
］
回
ロ
ロ
】
】
】
】
の
『
⑰
ぐ
ｏ
ｏ
Ｈ
ｍ
目
」
一
①
息
貰
ｚ
の
」
⑥
『
一
目
９
．
回
］
ぐ
。
『
日
』
の
Ｐ

ｏ
ｐ
】
８
庁
の
脚
①
碗
、
。
ジ
ゲ
①
（
］
眉
目
の
①
冨
閂
目
の
□
の
国
同
一
〕
曰
の
昌
旨
ｚ
巴
の
Ｈ
一
目
』
・
向
吋
三
宵
の
口
○
口
」
の
ｎ
ケ
の
ロ
。
。
【
、
己
、
の
ロ
日
①

ｚ
⑦
」
の
Ｈ
一
目
ユ
の
①
嵜
○
、
の
Ｈ
の
訂
◎
ず
己
の
穴
の
ロ
ワ
の
ｍ
Ｅ
Ｑ
の
①
己
の
ロ
・

凶
】
］
ゴ
『
の
Ｈ
』
の
ロ
（
《
め
げ
ｏ
斥
巨
岸
回
国
。
）
（
ョ
①
Ｈ
【
（
巳
、
庁
ロ
ロ
臼
、
①
ロ
）
ぬ
の
口
○
の
ヨ
・
・
固
の
ロ
ぐ
■
ロ
ゲ
の
ロ
ゴ
ロ
の
」
の
、
ゲ
Ｈ
ｏ
ｐ
ｏ
ｐ
〕
⑦
后
同
ｐ
口
汚
の
Ｈ

臼
閉
：
。
①
Ｈ
ｏ
ｏ
ｐ
ｏ
（
〕
旨
Ｃ
ｌ
］
の
沼
）
・
国
啓
一
、
忌
且
の
風
呂
旨
。
Ｂ
凶
目
』
の
（
の
、
冒
局
【
の
一
ｍ
の
ロ
【
の
目
鼻
の
ロ
の
ロ
ゴ
の
『
賃
の
①
ロ
】
ぬ
の

］
胃
の
ロ
亘
卑
・
【
・
司
同
の
』
の
Ｈ
岸
【
菖
切
の
Ｈ
（
】
ｍ
ｓ
ｌ
］
、
『
国
）
〔
の
Ｐ
の
匙
の
ロ
》
ｇ
」
の
旨
の
同
月
〕
の
貝
目
鼻
の
Ｈ
シ
ロ
』
Ｈ
の
画
、
四
・
一
夛
自
（
］
⑪
９
－

岳
＄
）
の
ロ
ｇ
」
。
ｐ
の
ぐ
の
ロ
ぐ
目
シ
ゲ
Ｈ
島
目
〕
ぐ
：
向
日
』
の
ロ
（
］
『
。
『
ｌ
］
の
ｇ
）
（
の
缶
曰
の
冨
己
律
日
・
肉
の
⑦
』
ｍ
８
目
冨
邑
の
ロ
』
①
Ｎ
の

ロ
色
色
目
、
⑦
目
色
囚
宍
戸
】
ご
向
巨
円
○
壱
津
・

□
房
自
画
丙
の
一
ケ
の
与
色
口
こ
の
一
〔
こ
の
Ｈ
⑦
－
９
】
の
Ｅ
、
叩
の
ロ
ヨ
の
⑦
の
（
臼
⑪
の
ロ
ー
⑦
の
Ｈ
］
曰
中
君
の
一
岸
ご
ロ
日
【
○
斤
目
臣
８
の
○
回
」
巳
」
の
』
】
］
序
】
、

幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

の
四
『
己
の
曰
く
凹
芹
】
】
］
頂

○
○
○
吋
目
四
声
恩
宣
言
ご
山
口
ロ
、
四

二
局
の
【
』
、
ロ
戸
口
ｐ
ご
恥

□
厨
・
］
・
ｍ
Ｏ
ゴ
○
一
房
ロ

ロ
３
．
コ
『
．
。
□
」
国
Ｃ
の
丙

六
四
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